「細胞死の最前線」 by 土田 明彦 et al.
一　243　一
東医大誌　67（2）：243－244，2009
第25回東京医科大学医科学フォーラム
The　25th　Medical　Science　Forum　（MSF）
　　　　　　　「細胞死の最前線」
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1）東京医科大学外科学第三講座
2）東京医科大学人体構造棚卸座
　2009年1月9日18時より大学病院臨床講堂にて、
第25回東京医科大学医科学フォーラム（From　Mole－
cules　to　Human　Systems）が開催された。今回は長崎
大学大学院医歯薬学総合研究科医療科学専攻生命医
科学講座組織細胞生物学分野教授の小路武彦先生、大
阪医科大学解剖学講座教授の大槻勝紀先生をお招き
し、本学からは生化学講座教授の宮澤啓介先生を迎
え、「細胞死の最前線」と題して行われた。学内外を含
めてl17名の参加があり会場は熱気を帯びていた。
　最初に、宮澤啓介先生より、「がん細胞における細胞
死の多様性一オートファジーとアポトーシスー］とい
うタイトルで、種々のがん細胞に対するビタミンK2
の化学予防効果を検討し、プログラム細胞死である
オートファジーとアポトーシスが様々な程度で誘導
されて細胞死に至る過程を詳細に講演された。
　次に小路武彦先生より、「精子形成過程に於ける生
殖細胞アポトーシス誘導機構」というタイトルで、ア
ポトーシス誘導のシグナル伝達機構とエストロゲン
や種々の環境ホルモンとの関連、DNA　methylationと
アポトーシスの関係など、最新の知見を織り交ぜなが
ら、アポトーシス研究の最前線について講演された。
　最後に大槻勝紀先生より「アポトーシスー死んで花
実が咲く細胞死一」というタイトルで、月経に関した
子宮内膜腺細胞におけるアポトーシスとBc1－2、
Estrogen　receptorの発現との関連、アポトーシス伝達
経路であるdeath－receptor　pathway、　mitochondrial
pathwayにおけるcaspase　familyの発現など、元々産
婦人科医であった大槻先生ならではの臨床に直結し
た研究成果について講演された。
　これらの3つの講演を通して、細胞死に関する基本
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的事項と最新の研究成果を知り得ることができ、大変
有意義な会となった。各演者の熱のこもった講演によ
り予定時間を大幅に超過したため、質疑応答は懇親会
（大学病院6階カフェテラス）で行われることとなっ
た。学内外の研究者のみならず本学の医学生もたくさ
ん参加し、活発な討論のもとにぎやかな懇親会とな
り、フォーラムは無事終了となった。
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